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【開催日】 令和３年３月９日（火） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午前９時４０分 

【出席委員】 

委員長 長谷川 知 司 副委員長 伊 場   勇 

委員 河 野 朋 子 委員 髙 松 秀 樹 
 

【欠席委員】 

議員 岡 山   明   
 

【委員外出席議員等】 

議長 小 野   泰 副議長 矢 田 松 夫 

議員 水 津   治 議員 杉 本 保 喜 

議員 宮 本 政 志 議員 宮 本 政 志 

議員 山 田 伸 幸 議員 吉 永 美 子 
 

【除斥委員・議員】※付議事項３以降 

委員外議員 山 田 伸 幸   
 

【執行部出席者】 

なし 

【事務局出席者】 

事務局長 尾 山 邦 彦 事務局次長 石 田   隆 

議事係長 中 村 潤之介   
 

【付議事項】 

１ 山陽小野田市議会基本条例の検証について・・・資料１ 

２ 陳情書（高橋参考人の不穏当発言の議会対応についての陳情）について 

                             ・・・資料２ 

３ 抗議文（山田伸幸議員の不穏当発言の取り消し等）について・・・資料３ 

４ その他   

 

午前９時 開会 
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長谷川知司委員長 おはようございます。ただいまから第５９回議会運営委員

会を開催します。本日の付議事項は、資料のとおりです。なお、岡山議

員が欠席ですが、定足数に達しておりますので開会します。では最初に、

１、山陽小野田市議会基本条例の検証について、資料１を御覧ください。

これにつきましては皆様方で話していただいたものを、副委員長でまと

め、それを委員の皆様方に見てもらいました。これにつきましては、皆

様方から返ってきた回答では、意見について異議はないということでし

た。また基本条例の改正につきましてもこれに付けております、１３ペ

ージです。これを表にしております。１１、１２、１３、１４ページま

でがそれになりますが、これについてはちょっと改正部分を事務局から

読み上げてもらえますか。 

 

石田議会事務局次長 それでは、議会基本条例の条例改正を新旧対照表のほう

で御説明をさせていただきます。今、委員長もおっしゃいましたように、

資料１３ページの横長の表を御覧ください。まず、上が目次になってお

ります。条例の目次ですが、これは後ほどの条文の改正に伴って目次を

改正しております。条が追加になっておりますので、条ずれ、章の名称

の変更をしておるものです。右側が改正前、そして改正後が左側という

ことになります。まず第８章の「議会事務局等の体制整備」という改正

前の章の名称につきましては、この度、危機対応の体制整備という条項

も加えましたので、「議会事務局等の体制整備」を「体制整備」と章の

名称を変えております。そしてこの章の最初、第３１条ですが、改正後

の見出しが「危機対応」、そして第３１条「議会は、災害等緊急事態が

発生し、又は発生するおそれが高いときは、危機対応組織を設置して、

その影響を最小限にとどめるとともに、被害の迅速な回復を図るように

努めます。」という条文を入れております。この第３１条が入りました

ことで、それ以降の条が一つ繰り下がります。その下にありますように

第３１条は第３２条になり、第３２条は第３３条になります。次の１４

ページをお開きください。これによりまして、以下の条が一つずつ繰り
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下がるということです。そして右側の第３４条、見出しが「条例の見直

し等」となっておりますが、この条文を読み上げますと、「議会は、こ

の条例の目的が達成されているか否かを、議会運営委員会において２年

ごとに検証します。」という条文にしておりましたが、左側の条文、一

つ繰り下がって第３５条となり、その条文が、「議会は、一般選挙を経

た任期開始の日から起算して２年経過したときは、速やかに議会運営委

員会において、この条例の目的が達成されているかどうかについて検証

します。」ということで、検証の期間を修正しております。それから、

第２項は変わらず、第３項で研修についての規定を変えております。改

正前の第３項は、「議会は、一般選挙を経た任期開始後速やかに、この

条例の研修を行います。」という条文でしたが、改正によりまして、「議

会は、一般選挙を経た任期開始後速やかに、及びその日から２年を経過

した日前にそれぞれ、この条例に関する研修を行います。」という条文

に変えております。そして、最後の第１０章「補足」は、第３５条であ

ったものを第３６条に１条繰り下げております。その次の１６ページに

議案の説明文を記載しております。議案の説明文を読み上げますと、「た

だいま上程されました議案１件について御説明いたします。議員提出議

案第１号は、山陽小野田市議会基本条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。今回の改正は、議会運営委員会において、昨年から

行ってきた本条例の検証の結果を踏まえ、行うものであります。改正の

内容は、災害等緊急事態が発生し、又は発生するおそれが高いときの議

会の対応として、危機対応組織を設置し、対処に努める旨の規定を加え

るとともに、及び本条例の検証期間を現行の２年から４年の任期中にお

いて１回とする一方、本条例に関する議員研修を現行の１回から２回に

増やすことで、効率的・効果的な検証並びに任期中における議会活動及

び議員活動の一層の充実を図れるようにするものであります。」という

議案説明文をこの条例案に付けております。この条例案につきましての

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

長谷川知司委員長 ただいま事務局から説明がありました。皆様にお諮りいた
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します。最初に、議会基本条例の検証結果について、最初に皆様方の、

条例改正とは別で、検証結果について皆様方、これをよしということで

どうでしょうか。私が誘導したらいけんのですが、すいません。(「異議

なし」と呼ぶ者あり)そういうことで行きたいと思います。では次に、条

例改正について。条例改正について、検証した結果、このような形にな

ったんですが、これについて皆様方から意見はありますか。(「なし」と

呼ぶ者あり)では、条例改正は先ほどのままということです。それで議案

説明についても、事務局から説明があった形でいきたいと思います。付

議事項１について、これで一応終わりたいと思います。長い間、委員外

議員の皆様方も、議会基本条例の検証については大変ありがとうござい

ました。ここで一言御礼を申します。ありがとうございました。では、

ここで５分ほど休憩します。 

 

午前９時９分 休憩 

 

（水津治議員、藤岡修美議員、宮本政志議員退室） 

 

午前９時１６分 再開 

 

長谷川知司委員長 休憩を解きまして、委員会を再開します。次に、付議事項

２、陳情書についてです。議長、何かございますか。いいですか。 

 

山田伸幸議員 今回３月２日付けで二つの文書が提出されたということになっ

ておりますが、後で付議事項３でも議論されることになるわけですけど、

これまでの陳情や請願は、議会前の締切日というのがあって、その日の

午後５時までであったというのが私の認識ですが、それを過ぎても会期

中に扱うというふうになったのは、どのような理由なのか。その点につ

いて説明してください。 

 

長谷川知司委員長 これについて、事務局から言われますか。(「はい」と呼ぶ
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者あり)お願いします。 

 

中村議会事務局議事係長 基本的なルールは山田議員がおっしゃったとおり、

申し合わせ事項にも書いてあるとおりだと思います。あとは、内容を議

長が判断されて、至急の案件ということで今まで出してきたことがあろ

うかと思います。この度も、同じ考えで議運に提示しているものであり

ます。 

 

長谷川知司委員長 事務局が言われましたようになっています。 

 

山田伸幸議員 議長判断があれば、そうしたらその締切りというのは一体何の

ためのものであるのか。こういったことが繰り返されるようであれば、

もう事実上締切りが意味をなさなくなると思うんですけれど、やはりそ

の会期中に議論するということで、そういったものが設けられてきたと

思うんです。それが申し合わせ事項等にも明記されなくて、単に議長の

判断があればよいというのは、ちょっといささか行き過ぎではないかな

と思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

長谷川知司委員長 山田議員が言われましたが、これにつきましては議長が急

ぐと判断されたんであれば、やはり市民のためには、それが必要だとい

う理解でいいんじゃないかなと思います。ほかに皆様から意見はありま

すか。 

 

山田伸幸議員 それならそれで、きちんと申し合わせ事項なりに掲載が必要で

はないでしょうか。そういった申合せがあるんですか、議長判断という

のが。 

 

中村議会事務局議事係長 すぐ処理するというような記載は、申し合わせ事項

はないです。先ほど、そこは申したとおりだと思います。 
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長谷川知司委員長 例外という言葉を使っていいかどうか分かりませんが、や

はりそのための議長判断というのがあると思います。 

 

中村議会事務局議事係長 ちょっと完全に例が適合するか分かりませんけれど

も、例えば請願の場合、陳情もですけど、受付は随時です。閉会中でも

受け付けます。議会の処理上、申し合わせ事項にこうやって記載して、

いついつの定例会でするというものになっています。臨時会は付議事件

として挙がったものでないと審査できないんですけども、請願が急施を

要するということであれば、きちんと付議事件として出して、臨時会で

も請願を審査することができるというふうに考えると、急ぐ案件という

ことで２点、もう議運に出されていますので、実際、議長が急ぐ案件と

いうことで出した、議運も急ぐ案件ということで認定すれば、調査委員

会を決めて審査することは、今は申し合わせ事項にはないですけれども、

可能だと思います。山田議員がおっしゃったように、申し合わせ事項に

記載するというのは、確かに今後の議会運営を考えると丁寧なことでは

ないかなと思います。１６５ページになるんですけども、申し合わせ事

項の１１５、請願及び陳情等は、原則として定例会に関する議運開催日

の前日までに受理したものを当該定例会において、処理するというとこ

ろもあります。ということで、「原則として」という記載になっている

ということです。 

 

長谷川知司委員長 申し合わせ事項では、読まれたとおり例外というものを考

えているということで、原則というふうになっていると理解していいん

ですかね。 

 

山田伸幸議員 例外が何も書かれていないのに、勝手に例外と判断するのはお

かしいんじゃないでしょうか。 

 

髙松秀樹委員 こういう取扱いは非常に柔軟な対応で、市民サイドに立った対

応だと思っています。山田議員の言われるのも、もっともな部分がある
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とも思います。しかしながら、もう既にこれ先例化しているというのが

実情だと思います。そうであれば、後日の議運において、申し合わせ事

項の変更を協議すべきだと思っています。 

 

山田伸幸議員 そういう申合せがなくて先例によるということであれば、いろ

んなことが、皆が気付かない間に先例になってしまって、それが固定化

されるというおそれが出てくるわけですよね。やはり、なぜそのように

なっているのかということを言うならば、やはりその議会内できちんと

議論するというのを前提に締切りを決めているわけですよね。それで私

たちも質問もその締切りどおりでやっていくと。そこには緊急質問がで

きるという特例もありますけれど、基本的には一般質問でやる。その際

には、全議員のうち議会多数の賛成がなければ、そういうことができな

い、緊急質問の場合は。ですから、こういった陳情なり請願なりでは、

多くの方がきちんと守っておられるのに、そうでないということが日常

化するのは、私はいかがなものかと思います。先ほど髙松委員が、後日

と言われたんですが、やはりそうであるならば、これを今取り上げるの

はいかがなものかなと思います。 

 

髙松秀樹委員 議会において、いわゆる先例というのはあるんですよ。なぜ先

例かというと、そのときにその例を作るときに、異論がないから先例に

なった、又は協議したから先例になったと。その先例において申し合わ

せ事項を変更するという段取りをすればいいし、今これを取り上げない

となると、過去に取り上げたのは何だったのか、違法状態だったのかと

なりますので、今の山田議員の意見を重要な意見として、今後議運で協

議するという前提で、本日の分は協議していったらいいと思います。 

 

長谷川知司委員長 山田議員が納得いかないということがあるかもしれません

が、今これはもう議長の判断で議運に付されました。そういうことです

ので、これについてはもう私は進めるべきだと思います。それで、今後

については、山田議員が言われましたように、議運のメンバーで、どの
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ように諮るかというのは、きちんと検討する必要があると思います。で

すから、これについてはもう粛々と進めるべきではないかと思います。 

 

山田伸幸議員 やはり議会運営に当たっては、その辺をきちんと申し合わせ事

項に沿ってやるということが基本でありますので、先例が間違っていた

なら、それを正すべきだと思います。そういったことが、なし崩し的に

なって、本市議会の議会運営を柔軟にとやる余りに、その締切りを決め

ているにもかかわらず、それで、もういつでも破られていいんだという

ふうな形になるのは好ましくないと思いますので、そこは慎重にするべ

きだと思います。 

 

長谷川知司委員長 ほかにはありませんか。では、陳情書２について進めてま

いります。陳情書２、高橋参考人の不穏当発言の議会対応についての陳

情について。 

 

中村議会事務局議事係長 一旦、原則論になると、調査委員会の決定がまず必

要です。今まだ議運に出たばかりですので、まずそこが先だと思います。 

 

長谷川知司委員長 この陳情書をどこで審査するかということですね。 

 

山田伸幸議員 これは議会がお願いをして来ていただいた参考人に対するもの

なんですよね。それを、そもそもここに取り上げること自体が私は問題

ではなかったかと思っています。これは議会に対する問題というよりは、

参考人に対する中身なんですよ。それを、この内容からすると、謝罪だ

とか、また、ほかの法人に対して謝罪を提出するとか、不穏当発言とい

うふうにされておりますが、その取消しだとか。これは議会から求めら

れるようなものではない、そういう性格じゃないと思いますので、この

陳情そのものが問題ではないかなと思っています。議長はこれを受けら

れたんですけれど、議長はこれについてそういう判断はされなかったん

でしょうか。 
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小野泰議長 こういった陳情・要望については、様式がきちんと整って出され

た場合には、拒否することもできませんし、その中で話をしながら、ど

うしてもこれも早急にやってほしいということもありましたので、受理

しました。以上です。 

 

髙松秀樹委員 事務局から送付先について決定してほしいという話がありまし

たが、この陳情を見てみると、送付先以前に取扱いについて議会自体は

どうするのかというのを、この議運の中で決めたらいいと思います。 

 

長谷川知司委員長 今、髙松委員から、この陳情について議会としてどうする

のかということを議運で諮りたいということでした。これは２、３も含

めてという考えになりますので、まず先に、２について。 

 

山田伸幸議員 この陳情書、資料２については、先ほども言ったように、議会

がお願いをして出席していただいた参考人の発言をめぐる問題なんです。

だから、それを議会から、あなたの発言はどうのこうのというふうな話

になると、もう参考人自体が来られなくなるおそれも出てくるわけです

よ。そういったことはあってはならない。ですので、参考人にも自由な

雰囲気の中でしゃべっていただくという意味で、こういうものを議会が

取り扱うというのは問題であると思います。 

 

髙松秀樹委員 参考人といえども公式な場に出席して発言をしていただいてお

ります。つまり、公式な場においては、おまけに議会という場において

は、厳に不穏当の発言は慎むべきと思っておりますし、それが当たり前

だと思っております。私が言うのは、これをずっとやっていくんではな

くて、今、山田議員は参考人うんぬんと言われましたけど、既に聞くと

ころによると、参考人は不穏当発言の取消しを行っておると。産業建設

常任委員会の中でも、その旨の報告がありました。まず、その事実確認

をしたいと思います。 
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長谷川知司委員長 これについて、産業建設常任委員会の方がいらっしゃいま

すかね。よかったらどうぞ。事務局で分かりますか。 

 

尾山議会事務局長 先般、開かれました産業建設常任委員会におきまして、中

村委員長から、この参考人から発言取消しの申出があって、委員長権限

において取り消したと、委員の皆様に告げられました。 

 

髙松秀樹委員 つまり陳情書４番は処理済みだと考えています。１番に返りま

して、不穏当発言の特定については、通常なら議会運営委員会で不穏当

発言を特定していくんですが、今は公開になっており、不穏当発言をそ

こで特定をすると、更に不穏当発言ということにもなりますので、この

特定は難しいと。しかしながら、不穏当発言の取消しのときに何らかの

申出があったと思います。申出のところで、つまりここでその話ができ

ないということになると思うんですよね、どの部分かというのが。会議

録を見れば、どの部分か分かるので、不穏当発言の特定は、ここでやる

にはふさわしくないと思っています。２番目、議会への謝罪文の提出、

３番目、新市場開設者への謝罪文の提出。まず２番目は、もともと、議

員であっても議会の謝罪文の提出は要件としてありません。つまり参考

人といえども、この謝罪文の提出はする必要がないと思っています。３

番目、新市場開設者への謝罪文の提出。これは民間同士の話なんで、議

会が関知する、又は関与できる部分じゃありませんので、これは取り扱

う必要もないというのが結論であって、つまり議会運営委員会としては、

これ以上これについて議論する余地がないと思っています。 

 

山田伸幸議員 そもそもそういった発言の取消しがあったということ事実をも

って、議会としてそれ以上にその問題を扱えないと思っておりましたの

で、髙松委員が言われたように、陳情については取り扱うべきではない

と思います。 
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長谷川知司委員長 ほかに意見はありますか。今日より前の時点でもうこの発

言の取消しがあったということですので、これについてはもう処理済み

という判断でよろしいでしょうか。(「はい」と呼ぶ者あり)では、その

ように行います。では、３、抗議文について。ここでちょっと休憩しま

す。２分ぐらい休憩します。 

 

午前９時３２分 休憩 

 

午前９時３４分 再開 

 

長谷川知司委員長 では休憩を解きまして、委員会を再開します。付議事項３

に入る前に、ここで山田議員の除斥をお願いします。退室ですか。退室

をお願いします。 

 

（山田伸幸議員 退室） 

 

長谷川知司委員長 では３、抗議文について。山田伸幸議員の不穏当発言の取

消し等についてでありますが、これについて事務局から説明があればお

願いします。 

 

中村議会事務局議事係長 資料２と同様に調査委員会の決定、取り扱うか取り

扱わないかも当然含めてですけれども、至急の案件ということで出てお

ります。先ほど資料２のときも３のときも、読み上げておりませんでし

たが、資料にあるとおりの提出者からの陳情と抗議文ということで御理

解ください。よろしくお願いします。 

 

長谷川知司委員長 事務局からの説明が終わりました。これについて皆様から

何か意見があれば。 

 

髙松秀樹委員 これも１、２、３ということで、まず１番からです。山田伸幸
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議員の不穏当発言の取消しを求めておられるということなんですが、ま

ずその不穏当発言があったのかどうなのかというところが一番大事にな

ってくると思います。これは、２月２２日の本会議場での発言です。ち

ょっと日にちがたっていますので、我々委員も当日どういう発言があっ

たのかというのが、今ここに、はっきり分からないかなと思っておりま

す。かといって、先ほど申しましたように、その会議録をこの場に提示

すると、本当に不穏当発言があった場合、その不穏当発言が公開される

ことになりますので、それもなかなか難しいので、これは委員が個人的

に会議録を調査するなりして、あったのかどうなのかという判断をしな

ければならないと思っております。つまり、直ちにここで不穏当発言が

あったのかどうなのかを判断できない状況ではないのかなと思います。

不穏当発言があった場合に、議長が議運に出してきたということは、恐

らく議長判断をするべきところを、議運のほうでも判断してほしいとい

うことで出されたと思うので、ちょっと時間を掛けるべきだと思います。

次に２番の山田伸幸議員の議場における謝罪については、これは先ほど

同様、議会は不穏当発言した議員に対して謝罪を求めるものではないと

思っておりますので、このことに関しては取り扱う必要はないと思いま

す。３番目の山田伸幸議員への処分についてですが、これは議会運営委

員会としてこの処分を判断するべきではないと思います。処分が必要で

あれば、議員個人が懲罰等も含めて、動議も含めて出せばいいので、議

会運営委員会の議題としてはふさわしくないと思います。結論的には不

穏当発言があったのかどうなのかというのは、今この場で判断できない

ので、また後日判断すべきかなと思っております。 

 

長谷川知司委員長 ほかに意見はありますか。これにつきましては、不穏当発

言があったかどうか、皆様で確認してみてください。次回、これについ

て、皆様方の意見をお聞きしたいと思います。 

 

髙松秀樹委員 もちろん皆さん御存じだと思いますけど、不穏当発言の取消し

については、法的には会期内で行う必要がありますので、会期後に取消
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しを行ったとしても事実上の取消しということになります。その辺は議

運の委員長のほうで取り計らいをお願いしたいと思います。 

 

長谷川知司委員長 今言われましたように、やはりこれは会期内に処理する必

要がありますので、皆様方も早めに確認しておいてください。今日には

ちょっと日程は決まりませんが、また日程が決まりましたら皆様にお知

らせします。２、３におかれましては、髙松委員が言われた形で進めた

いと思いますので、まず１を進めたいということです。この抗議文３に

ついては、それでよろしいでしょうか。(「はい」と呼ぶ者あり)４、そ

の他。全員協議会の開催日ということで、本日、一般会計予算決算常任

委員会がありますが、その終了後に議運決定事項を報告するということ

でよろしいでしょうか。(「はい」と呼ぶ者あり)今日です。その他のそ

の他はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)議長、副議長いいですか。(「は

い」と呼ぶ者あり)では、これで第５９回議会運営委員会を閉会します。

お疲れ様でした。 

 

午前９時４０分 散会 

 

令和３年（2021 年）３月９日 

              

  議会運営委員長 長谷川 知 司   


